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タイ自動車産業情報アップデート（2025 年 2 月 10 日時点） 

一般調査報告書 
 
 

2024 年はタイの自動車業界に激震が走った年となりました。この 10 年ほど、新型コロナ禍真っただ中の 2020

年を除き、タイの自動車生産台数は年間 170-200 万台近辺を推移していましたが、2024 年は、その新型コロナ

禍の 2020 年やタイの大洪水が起こった 2011 年と同水準の約 147 万台という数字に激減したためです。今回の

レポートでは、この未曽有の状況となった 2024 年のタイ自動車産業の状況について、現時点の最新データを基

に報告します。 
 
１ 2024 年の主なタイ自動車産業関連データについて 

（１）自動車生産台数の減少と家計債務残高の高止まり 

2024 年のタイにおける自動車生産台数は 146.9 万台となり、2023 年の 183.5 万台と比べ 36.6 万台の減

少となりました。昨年比としては約 20％減となっており、新型コロナ禍の影響が大きく出た 2020 年以降、最

大の減少幅となりました。車種別では、乗用車が昨年比 13.5%減の 55.8 万台、ピックアップトラックなどの商

用車は 23.4％減の 91.1 万台となり、商用車のほうが減少幅が大きくなっています。また、輸出台数を見ると、

100.9 万台と昨年の 111.8 万台から 12.1％減で 10.9 万台減少していますが、国内販売は 46.0 万台と昨年

比 33.1％減、26.4 万台減少と、輸出と比較しても大きく減少している状況です。 

2000 年以降、前年比 20％を超えるような大幅な自動車生産台数の減少は、何かトピックがないと記録して

いません（図 1）。前年比 28.3%減の 2009 年はリーマンショック、23.5％減の 2014 年は大洪水、29.1％減

の 2020 年は新型コロナ禍と、自動車生産台数が大幅に減少するのは必ず何かトピックがありました。今回は

というと、既にご存じの方も多いと思いますが、タイの家計債務の上昇に伴うローンの審査厳格化が主要因と

言われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 タイの自動車生産台数の推移と主なイベント（出所：The Federation of Thai Industries） 
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何か大きなトピックが 2024 年に急に現れた、という訳ではなく、タイという国が抱える問題として長年言われ

てきた家計債務残高の上昇が、ここに来て遂に目に見える問題として顕在化したといえるかもしれません。家

計債務残高とは家計が保有しているローンや借入金などで、タイでは長期間に及びこの家計債務残高が高

いことが問題されてきました。タイの対 GDP 家計債務残高は 2024 年第三四半期には 89%となり、この数字

はアジアで最も高いとも言われています（図 2）。なお、日本の 2024 年第三四半期の対 GDP 家計債務残高

は 65.1%、タイと同じ ASEAN のインドネシアは 9.9％、フィリピンは 11.3%、シンガポールは 52.4%となって

いることからも、タイの対 GDP 家計債務残高が非常に大きいことが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この家計債務残高の高止まりを 

 

 

 

 

図 2 タイの家計債務残高及び対 GDP 比の推移（出所：Bank of Thailand データからジェトロ作成） 

 

タイでは 2012 年に新車購入のインセンティブ施策であるファーストカーバイヤープログラムが導入された

際、車両購入のために家計が借り入れを増やしたことによって家計債務が高くなったと言われています。その

後は徐々に落ち着いてきたかに見えたのですが、新型コロナ禍となった 2020 年に急激に高まり、一時期は

95%を超えるほどにまで上昇しました。これは新型コロナ禍が家計に与えたダメージそのものと、新型コロナ

禍への経済的後押しとして実施された低金利融資により家計が非常にローンを組みやすい状況にあったこと

が大きな要因と言われています。 

いずれにせよ、この家計債務の高止まりによって個人消費が低迷し、経済に悪影響が生じることは自明とい

えます。この高まり続ける家計債務残高やタイの低迷する経済成長を背景に、金融機関がローン審査を厳格
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化したことで、多くの国民が自動車を購入する際にローンを組むことが難しくなりました。特に不良債権化する

可能性の高い低所得者層を中心に売れていたピックアップトラックに対する審査が厳しくなったため、前述の

ように特にピックアップトラックを中心とする商用車の生産台数のほうが大きく減少しました。 

 

（２）自動車メーカー別シェア（新車登録台数） 

2024 年のタイにおける自動車メーカー別の新車登録台数のシェアは、中国メーカーに大きくシェアを奪わ

れた 2023 年ほど大きく動くことはありませんでした（図 3）。2024 年に躍進を遂げた中国の BEV メーカー

BYD も 3 万台余りから 2.7 万台に減少、中国メーカー全体としても 8.8 万台から 7.4 万台へと 15.9%減少し

ています。一方、日系メーカーの間ではピックアップトラックを主力とするいすゞが大きく台数を落とし、2 位の

座をホンダへ明け渡すこととなりました。その他の順位は 2023 年と同様ですが、トヨタはシェアを 34.5％から

39.1%へ大きく伸ばしています。これは HEV の売上が好調で、特にサブコンパクト SUV の Yaris Cross の

販売が伸びたことと、ピックアップトラックの Hilux Champ が逆風に負けずに売れたことも大きいと言われて

います。 

ただ、いずれにせよ全体の売上台数が落ちているため、当然ですが各社とも登録台数は減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 タイの自動車メーカー別シェア（左：2023 年 右：2024 年）（出所：Thailand Automotive Institute） 

 

また、昨年同時期と同じく、インドネシアの新車登録台数も確認しておきましょう（図 4）。 

2023 年時点では、まだ中国 BEV メーカーの BYD がインドネシア市場へ進出しておらず、中国 BEV メ

ーカーとしてはほぼ唯一 WULING が 2.3%のシェアを持っていたのみです。これが 2024 年になると BYD

はインドネシア進出を発表、生産拠点として中部ジャワ州のスマートポリタン工業団地に 13 億ドルを投じて年

間 15 万台の生産能力をもつ工場を建設することを発表しました。ここでの生産は 2026 年から開始される予

定ですが、輸入販売としては既に 2024 年 6 月頃から開始しており、それが 2024 年の統計には表れてきて

いる状況です。ただし、シェアとしては全体の 1.6%の 1.4 万台であり、WULING とは 2 倍程度の差がありま

す。タイと比較してもまだまだ発展途上という様相です。 
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インドネシアといえば韓国系のメーカーがある程度のシェアを持っているイメージがありましたが、2024 年

では中国メーカーに逆転され、シェアを 3.7%から 2.6%に落としています。日系メーカーのシェアはどうでしょ

うか。2023 年と比べると若干シェアを落としていますが、タイほどは中国メーカーの攻勢を受けていないことも

あり、まだまだ 90%近いシェアを誇っている状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 インドネシアの自動車メーカー別シェア（左：2023 年 右：2024 年）（出所：GAIKINDO） 

 

シェアの面では日系メーカーは善戦していますが、生産・販売台数ではタイと同様、非常に厳しい状況とな

っています。金利の高止まりによるローンの組みづらさが原因として挙げられており、タイほどの減少幅ではな

いにせよ、生産台数は 2023 年比 14.3%減の 119.7 万台という状況です。タイ、インドネシアという東南アジア

の自動車製造拠点が両国とも大ブレーキという事態で、タイ国内経済、そして ASEAN 経済は停滞感が漂っ

ているような印象を受けます。 

 

（３）BEV の新車登録台数 

次に BEV の新車登録台数について見ていきましょう。2023 年は BEV メーカー、特に中国 BEV メーカ

ーにとって大躍進の年となりました。2024 年はどのような状況だったでしょうか。 
2024 年の BEV の新車登録台数は 70,137 台となり、2023 年の 76,314 台から 8.1%程度減少しました

（図 5）。台数だけを見ると減少したと思うところですが、自動車販売台数全体が減少していますので、BEV
が新車登録台数全体に占める割合はむしろ増えている状況です。 

2024 年は EV 振興施策である EV3.0 の後継施策である EV3.5 が動いており、インセンティブの内容とし

ては少し魅力が低下したものの、BEV 購入の後押しをしたことは間違いありません。実際にモーターショーな

どを見ていると、やはり人だかりができているのは中国 BEV メーカーのブースだったように思えます。 
モデル別の BEV 新車登録台数も確認しておきましょう（表 1）。左が 2023 年、右が 2024 年の年間の新

車登録台数となります。面白い点としては、2023 年と比べて上位のモデルでも以前ほど人気が集中していな

いところかと思います。2023 年は最も人気で合った BYD の ATTO3 が 2 万台近く売れていましたが、2024
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年は最も売れた BYD DOLPHIN でも 1.3 万台で、そもそも 1 万台以上売れたモデルはこの DOLPHIN
のみです。一方で、上位 10 位に入らなかったその他のモデルの登録台数の合計が 1.5 万台超と、2023 年

の倍以上となっています。ここから分かるのは、2023 年と比べて多くのモデルの BEV がタイ市場に投入され、

消費者の選択肢が広がった結果、人気の分散が生じているということです。2023 年に 200 台以上新車登録

された BEV は 20 モデルですが、2024 年は 32 モデルあることもその点を裏付けていると考えられます。 
いずれにせよ、2023 年に躍進を遂げた BEV 人気は少し落ち着いてきている状況です。2023 年当時はこ

のまま BEV が 10 万台、20 万台と増えていくのではないかという噂もありましたが、想定よりも少ない台数で

踊り場が来た印象です。原因としては、自動車市場全体にも影響が及んだローン審査の厳格化による内需の

減少が大きいですが、その他にも HEV 人気の上昇や購入時インセンティブの弱まりなども原因といえるでし

ょう。2025 年 1 月には、過去 2 番目に多い約 1.5 万台の BEV が新車登録されたというデータもありますが、

これは毎年 12 月に行われているバンコク国際モーターエキスポで購入された自動車が登録されたものと考

えられ、最も売れた 2024 年 1 月の台数に及んでいないことを鑑みると、2025 年に更に BEV が爆発的に売

れるということは考えにくいのではないでしょうか。2025 年のタイ自動車産業の動きも、要注目です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 タイの BEV 新車登録台数の推移（出所：タイ運輸省陸運局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 タイのモデル別 BEV 新車登録台数（左：2023 年 右：2024 年）（出所：タイ運輸省陸運局） 
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２ あとがき 

１月末にインドに出張して参りました。デリー、ベンガルール、ハイデラバードと３都市を回りましたが、各都市に

それぞれ特徴があるとともに、どの都市も活気と人に溢れていた印象です。今回は、グレーター・ナゴヤ・イニシア

ティブ協議会の企業ミッション団の皆様と行程を共にする場面もあり、普段訪問できないような企業様や施設様へ

訪問でき、様々なお話を伺えたことは非常に勉強になりました。 
私が特に印象に残ったのは、インドの企業は日系企業への興味・関心が非常に高いという点です。展示会に行

くと本当に熱心に商品の説明をしていただけましたし、素性を明かした際には愛知県の企業で弊社とビジネスを

していただける企業がいたら是非紹介してほしい、と熱量をもって自社の強みなどをお話いただけました。インドと

いうと（他の国と差がないという意味で）特に日本に対して特別好意的な感情を持っているわけではなく、オフショ

ア開発などを通じて欧米との結びつきの方が強いという印象でしたので、私にとっては意外でした。また、非常に

勉強熱心で、T-Hub という施設を見学している際に一緒に施設を見て回っていたインドのスタートアップ創業者

の若者は、移動している間は常に私に対して自社のビジネスについての話や今後どう動くべきかという議論をして

いただけましたし、日本のスタートアップの状況につい 
ても多く質問いただきました。こうしたハングリー精神は 
本当に目を見張るものがありました。またインドへ行く 
機会があれば、彼らのマインドを少しでも学べたらと思 
っています。 

最後に、目を見張ると言えばハイデラバード市内で

昼食を食べていたところ、窓の外をラクダが歩いてい

ました。牛や象などは見たことがありましたがラクダは

初めてだったため、思わず撮影してしまいました。こう

した出会いもインドならではですね。 
 

図 6 ハイデラバード市内を闊歩するラクダ（筆者撮影） 
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